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( 2 )T. M.反応の波紙電気泳動法によ る抗原及び抗体の検討
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T. :M. 反応は糞便の酸熱処理漉液を抗原とし，豚畑

虫体腔液て免疫した家兎血清を抗体として行う沈降反応、

であるが，畑虫寄生を考慮される人尿ては，畑虫卵の有

無にかかわらず，可成り高率に陽性になるととは，既に

T. l¥l.反応 (1)c岡田，1959）において検討した。

との場合，家兎免疫血清の抗体価は，豚姻虫体腔液を

抗原とした沈降反応価をもって算定しているが，豚畑虫

体腔液の抗原的要素は複雑で，人民酸熱処理によって得

た抗原とはおのずから差がある事は想像される。

先に，越智（1957)は姻虫体腔液と鯛虫飼育液につい

て免疫学的追求を行い，体腔液中には酸，熱によっても

‘沈澱しない抗原性をもった蛋白牙屑のあるととを認め，

かつ飼育液中にはとの蛋白牙屑の他に，他の抗原性をも

った非蛋白性物質を得て，前者を体腔液型抗原，後者を

飼育液型抗原と名づけた。

T. M.反応における糞便酸熱処理抗原が，畑虫体腔

液抗原の中に存在する分屑であるとすれば，越智の所謂

畑虫体腔液型抗原によるものとなるし，叉，畑虫の新陳

代謝産物によるものならば，畑虫飼育液型抗原に由来す

るものであるかもしれない。

私は，穂紙電気泳動的に，畑虫体腔液，飼育液および

虫卵 C+),T.l¥I.反応〈＋〉の糞便について，原液お

よび酸熱処理液を比較し，抗原的差異について検討する

と共に，畑虫体腔液免疫家兎血清の電気泳動的牙屑上の

抗体の所在についても実験したので，第1報につづいて
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報告する。との点について検討するととは，T.M.反

応を批判する上に意味があるものと考えられる。

実験 方 法

実験材料の作製

I.体腔液の作製に新鮮な成熟l雌豚姻虫から体腔液を

とり 58号フィルターでずイツ鴻過し，との体腔液原液に

容積比 1/10000の割合にマーゾニンを加え 4°0の氷室

に保存した。

また，酸熱処理体腔液は，上記保存体腔液を 2%塩酸

て pH3.5とし水浴中て 100?01時間加熱する。その後

東洋鴻紙No.. 5て鴻過し，t慮液を 2%水酸化ナ トリウム

て、 pH7.0v，こしたものを，遠心牙離（3000回／好）5牙聞

でその上清をとり，Cれを実験に用いた。

TI .飼育液の作製 ：0.95%生理的食塩水 200ccに容積

比 1/10000の割合にマーゾニンを加え，新鮮な成熟雌

豚姻虫10隻を入れ32°0の僻卵器中て48時間飼育した。と

の得た飼育液を58号フィルターてずイツ鴻過し，50%ア

ラピアゴム液中て容積を約 1/50に濃縮した。また．前

記酸熱処理俸腔液と同様の操作を加えた酸熱処理濃縮飼

育液をも作製した。

llI.糞便からの抗原作製 ：虫卵（+ ), T. l¥I.反応

（＋〉の糞便からT.M.反応用の抗原を作製し，50%

アラピアゴム液を用いて容積を約 1/50に濃縮した。

IV.抗血清 ：豚畑虫体腔液て免疫した家兎血清aて、体腔

液に対し 50000倍の力価を有するものを．町いた。

実験手技

鴻紙電気泳動法には Grassmann-Hannig 式の小柄、式

糖紙電気泳動装置を用いた〈小林，1956）。 i慮紙、は東洋

漉紙 No.51 (12.5cm×15.5cm）てヴエロナール棲衝

液 （μ＝ 0.05,pH= 8.6）を使用，定電流（ 7 .5mA) 

て泳動し， 泳勤時聞は 6時間とした 〈電圧は三枚並列
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第 1図 源、紙電気泳動法による抗原及び

抗体の分析方法

て初圧 600Vである〉。

沈降反応の抗原及び抗体の好析には Panyneet al 

(1954）の血液型凝集素分析の方法にならい， 先づ第1

図に示す様に予め鴻紙上に鉛筆て lcmの間隔て縦線を

入れ，同滴紙を二つの 3cm巾のものと，残りのものと

の三本の滴紙とし，三木とも同一縦線の部分に抗原叉は

抗血清を塗り，同時に泳動される様にした。

図の如く③及び⑧は各々 Brom-phenol-blue染色及び

Shiff染色を行って対象とし，。の大巾の部分は鉛筆の

縦線に従って個々の切片に切離し，予め0.85%生理的食

塩水 0.5ccを入れた小試験管内に投入する。そして12～

15時間室温放置後その抽出液について前報に示した如き

方法及び手技によって沈降反応を実施した。

実験成績

抗原として泳動したものは， 1）豚姻虫体腔液，2）同

酸熱処理瀦液， 3）豚姻虫飼育液，4）同酸熱処理溶液，

-0）酸熱処理糞便漉液の 5つであり， 抗血清として泳動

したものは豚畑虫体腔液免疫家兎血清である。

説明の都合上第1図の如く ， 抽出液を基線前の 1cm 

滞、紙からJI固にA,B, C, D, E, ・・・・と した。
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第 2図 豚姻虫体腔液の鴻紙電気泳動像しその各
分屑の体腔液免疫血清に対する沈降反応

A 抗原の分析

1. 豚姻虫｛本腔液を泳動すると第2図の如く鴻紙上に

5つの牙屑として表現された。若松（1956）の推定に従

えば人及び他動物血清との比較において，Albumin,a:-

Globulin，β－Globulin，γ－Globulinの各牙屑になる。と

の各抽出液を抗原として，豚畑虫体腔液免疫家兎血清

c 10000×のもの〉と沈降反応を行うと，第2図泳動像下

に示された様に，各分屑抗原の何れもが沈降反応陽性を

示したが，特にD,C,Eの各抽出液において陽性度は高

く，との部牙は姻虫体腔液牙屑の γ－Glob.及び β－Glob.

の領域にわたっていた。 Shiff試薬による染色法て糖蛋

自体の染色像を表現させ，之と抽出液の沈降反応を比較

してみると，糖蛋白として染色される部長子は，蛋白の

B.P. B.染色上の γ－Glob.の一部と， Albuminとα－

Glob.の中間に相当し，之等の牙屑と抽出液沈降反応、度

との関係は殆んど認められなかった。

2. 豚姻虫体腔液を酸熱処理した漉液についてみる

と，蛋自の泳動像は AlbuminよりかGlob.にわたる境

界不鮮明な山形を画き，-y-glob.に相当する部会は山の麓

の如くなだらかな Tailingを示すのみで分屑としては証

明されない。叉，Shi旺梁色てみると酸熱処理をしない畑

虫体腔液分屑のモれに比べると Albuminとα－Globulin

の中聞に相当する部分の牙屑のみが染色されている。

これらの分屑と抽出液の沈降反応、と比較すると， B.

P.B.及び Shi庄 の染色とは関係なく ，非酸熱処理体

腔液の γ－Glob.よりかGlob.に相当する部牙に強く沈
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第 3図 酸熱体腔液の漉紙電気泳動像と，その

各分屑の体腔液免疫血清に対する沈降反応、
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第 4図 飼育液の滞、紙電気泳動像と，その各分

屑の体腔液免疫血清に対する沈降反応

降反応が現れ（A,B, C, D. E）叉， Shiffて、染色

された Alb.とα幽Glob.の中聞に相当する部分に淡い沈

降反応陽性 CIの部牙〉を示した（第3図〉。

3. 姻虫飼育液の泳動像は B.r. B.染色ては，基線

から lcm程泳動された部牙と，畑虫体腔液の Alb.と

α・Glob. の中間に相当する部牙とに極めて淡く染色され

る好j宵を認め Shiff決色では（飼育液の濃度の不足かも

しれぬが〉全く染色されなかっ？と。

trb出液に於ける免疫血清との沈降反応、は，ζの基線の

殆んど泳動されJない牙屑の部牙（B）にのみ沈降反応、陽

性が示されたのみで他のB.I'. B.染色て染色された

部牙（抽出液Iに相当する）ては沈降反応陰性てあった

（第4図〉。

4. 酸熱処理飼育液ては，泳動像は史に淡く B.P.

B. て染色されるが牙屑上の位置は不明瞭ながら非酸熱

処理飼育波の場合よりやや基線側に染色される舟屑が認

められるが Shiff染色て：ま殆んど不明である。とれらの

沈降反応との比較では非酸熱処理の場合と同様，拍出液

(B）の所に淡い反応陽性が認められるのみで他は陰性

であった（第 5図〉。
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第 5図 酸熱処理飼育液の滞紙電気泳動像と，

その各分屑の体腔液免疫血滑に対する沈降反応
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第 6図 酸熱糞便の鴻紙電気泳動像と，その各

分屑の体腔液免疫血清に対する沈降反応

5. 酸熱処理糞便鴻液の泳動像は， 基線即~溶液を塗

布した線を頂点として殆んど泳動されない山をもった分

屑と， 泳動はするが殆んど山をなさない泳動像（拍出液

のB, C, Dに相当する〉が認められた。 Shiff染色て

は基線を中心にした泳動されない分屑と，B.r. B.染

色の泳動像終末部の易動度の高い部牙と，そのすぐ後と

に二つの牙用（拍出液のn-c間と，Dの部好〉が認め

られた。

沈降反応は，基線の前からCの部牙にまで同程度の陽

性反応が示されたが， Shiff染色における易動度の高い

部長子Dにおいては陰性であった〈第6図〉。

B.抗体の牙析

豚畑虫体腔液免疫家兎血清は泳動上 6つの牙屑にわけ

られるが， との牙屑は最も早い泳動を示した牙屑から

Albumin，α1・Glob.，α2・Glob.，β－Glob.及び γ－Glob.と

命名される。

とれらの各抗体牙屑と抗原 (1）姻虫俸腔液，2）酸熱

処理体腔液，3）姻虫飼育液， 4）酸熱処理飼育液，5)

酸熱処理糞便鴻液〉との沈降反応を行うと第7図の如く

て，何れも免疫家兎血清における γ－Glob.牙用に一致し



との抗原分屑は，飼育液，酸熱処理飼育液，及び特に酸

熱処理糞便鴻液には認められないものであった。

即ち，酸熱処理糞便鴻液，言い方、えればT.1¥I.反応の

抗原物質は，抗原を塗布した基線において殆んど泳動さ

れないもの及び多少泳動されるが量的には極めて蛋白成

好に乏しい微量な物質から成っていると考えられる。と

の沈降反応抗原と目される物質は，鴻紙電気泳動及び沈

降反応陽性域からすれば，体腔液の非蛋白抗原と良く一

致している様に見えるが， t慮紙泳動像が似ている飼育液

の沈降反応域は極めて狭く，基線の部分からせいぜいを

のlcm泳動以内のものである。叉， 明らかに体腔液の

蛋白成分の主なものがT.M.反応抗原として存在する

とは第2図及び第8図の比較から考え難く， Shi庄染色

による糖蛋白牙屑についてみても，その染色性の増加し

た山において必ずしも沈降反応は強くなっておらず，従

って酸熱処理糞便鴻液中の所謂T.M.反応の抗原は，

姻虫体腔液及び飼育液の蛋白牙屑とは別のもので体腔液

中の非蛋白抗原をも含み且つ飼育液中の抗原をも合んて

いることが想像される。

私は糞便の酸熱処理漉液を抗原として Middlebrook

& Dubos(1948, 1950）の赤血球凝集反応を再度試みたが

結果は何れも陰性に終っている。 Shi庄の染色陽性物質

を直ちに Polysaccharideというのは早計であるが，Mid・

dlbrook-Dubos反応における感染抗原の主体が Polysac-

charideであると言われている事から推して， T.M.反応

抗原が，単なる糖質叉は糖蛋白てない事は容易に想像で

きるととろである。

一方，一定の抗体牙屑に関する各抗原の態度から考え

てみると，体腔液，飼育液の酸熱処理の如何にかかわら

ず， それぞれの抗原は免疫家兎血清の γ・Globulinの部

牙に抗体をもっており，酸熱処理糞便漉液の抗原に相当

する抗体も同様に γ－Globulinの泳動の遅い部牙の狭い

領域に限られている。との抗体領域は細菌性叉は Virus

性乃至は Allergie 性の抗原抗体反応にもとづく抗体の

所在するととろであり， T.M.反応抗原がたとえ非盈

自性の抗原てあるにせよ， T.M.反応自体は充牙何か

の形において抗原抗体反応を示しているものと考えられ

た。
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第 7図 豚虫回虫体腔液免疫家兎血清の鴻紙電気

泳動像と，その各分屑の体腔液，酸酸熱処理

体腔液，飼育液，酸熱処理飼育波，酸熱処理

糞便鴻液に対する沈降反応

て沈降反応陽性を示した。

・とれを詳述すると，蜘虫体腔液との反応ては γ－Glob.

の全域（A, B, C, D）にわたって沈降反応陽性てあ

ったが， B域に強い反応域がある。しかるに，非酸熱飼

育液てはB,Cの領域に陽性であるが，他の 2), 4), 

5）の抗原を用いた場合は γ－Glob. の内ても遅い泳動

を示す部長子（抽出液のBに相当するうにのみ限局して沈

降反応、が現れた。

論

漉紙電気泳動法によって，抗原として 1）豚姻虫体腔

液， 2）酸熱処理体腔液， 3）姻虫飼育液， 4）酸熱処理

飼育液， 5）酸熱処理糞便鴻液を牙析し， 抗体として，

結

かつて越智（1957a,b）は豚姻虫の体腔液抗原を牙析

して免疫学的に 2つを大別し，とれとは別に，非蛋白性

の体腔液抗原の存在を認めてとれを蛋白性抗原の体腔液

型抗原に対して飼育液型抗原とした。叉，との飼育液型

抗原は体腔液型の抗原が酵素によって舟解して生成され

るものと結論している。

私が行った漉紙電気泳動による抗原牙析では，酸熱処

理後体腔液櫨液ては抗原性をもっ好屑は二つにわけられ

たが，γ－Globulin附近に存在するものは， B. .P.B.て

も Shi庄の染色法ても染色されない部分に強い抗原性

を有する物質が抽出されている。 B.P. B.染色て染色

された山は， 越智の第E報に認められる Albumose

様 Polypeptideと名づけられたものに極めて類似の曲

線を画いている。とれらの染色性をもった号屑中にはを

の一部に淡い沈降反応を示す分屑があるにはあったが，

総括及び考按

( 81 ) 
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豚姻虫体腔液免疫家兎血清を分析し，沈降反応によって

抗原物質の所在，抗体物質の所在について究明した。

而して，T.M.反応抗原は畑虫体腔液及び飼育液中に

も存在するが，姻虫体腔液中及び飼育液中の蛋白牙屑に

は関係のない，泳動性の少い物質ておそらく非蛋白性抗

原が大部分てあろう事がわかった。越智の所謂飼育液型

の抗原の一部を含んでいるζ とも考えられる。

ζ の稿を終る に当 り， 終始御指導，御校聞を賜わりま

した北本教授，石崎博士，高山博士に深甚の謝意を表 し

ます．
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Summary 

The antigen and antibody of T. M. Reaction 

were analyzed by means of paper electrophoresis. 

As antigens, the body cavity丑uid,the metabolite 

excreted into culture medium from the pig ascaris 

their acid soluble components which were not pre-

cipitated by heating, and the filtrate of stools treated 

with heating, under acid were used. The rabbit 

antiserum which had been immunized against the 

body cavity fluid of the pig ascaris was analyzed 

by above回 idantigens. 

The results were the followings : The antigen 

of T. M. Reaction was a less mobile element, 

which was considered to be a nonprotein antigen, 

and was indi旺erentfrom the protein fraction of 

the body cavity fluid and the metabolite of the pig 

a scans. 
The antibody of T. M. Reaction was found in 

the 下globulinfraction of the rabbit antiserum. 




